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式
は
、
岡
田
直
也
さ
ん
（
山
白
石
２

区
）
と
渡
邉
朱
実
さ
ん
（
本
町
１
区
）

の
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
成

人
証
書
並
び
に
記
念
品
授
与
で
は
、
成

人
者
一
人
ひ
と
り
の
呼
名
が
行
わ
れ
た

あ
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
生
田
目

健
さ
ん
（
山
白
石
１
区
）
が
須
藤
町
長

よ
り
成
人
証
書
を
受
け
取
り
、
町
長
か

ら
は
、
「
今
後
様
々
な
場
面
に
遭
遇
す

る
が
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
若
い
力

と
行
動
力
に
期
待
し
、
皆
さ
ん
の
前
途

を
祝
し
ま
す
。
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
関
根
理
奈
さ
ん
（
袖

山
）
が
将
来
に
向
け
た
決
意
を
込
め
、

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
当

時
浅
川
小
学
校
に
赴
任
し
て
い
た
吉
田

衛
先
生
が
指
揮
す
る
須
賀
川
吹
奏
楽
団

が
、
中
学
生
当
時
の
流
行
曲
や
思
い
出

の
校
歌
な
ど
を
演
奏
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
は
、
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
影
し
、
新
成
人
と
し
て
気
持
ち

を
改
め
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
浅
川
町
成
人
式
が
、
１
月

11
日
㈰
に
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行

わ
れ
、
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
69
名

が
、
新
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
色
鮮
や

か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
、
羽
織
袴
姿
に
身

を
包
み
、
友
人
達
と
記
念
写
真
を
撮
り

あ
っ
た
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

た
り
し
て
、
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

中央公民館で行われた成人式

新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に

友達との再会で皆笑顔に 色鮮やかな振袖で会場も華やかに

成人証書を受け取る生田目さん

会場を盛り上げてくれた
須賀川吹奏楽団の皆さん 成人式実行委員会の皆さん
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69
名

（
敬
称
略
・
名
簿
順
）

今年成人式を迎えた皆さん今年成人式を迎えた皆さん

　国民年金は、歳をとった時やいざというと
きの生活を現役世代みんなで支えようという
考えで作られた仕組みです。
国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
　保険料を納める制度です。国が責任を持っ
　て運営するため、安定していますし、年金
　の給付は生涯にわたって保障されます。
「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご
　本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
　保険料の納付が猶予される制度です。
◎「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、ご本人および
　配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民
　年金保険料の納付が猶予される制度です。

　国民年金のご相談・手続き等について、詳
しくは年金事務所までお問い合わせください。
【問い合わせ】
　　　　郡山年金事務所　☎024-932-3434
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～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金
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富
永
梨
華
子

生
田
目
　

南

根
本
　

遥
　

藤
田
　

夏
乃

渡
辺
愛
莉
奈

岡
田
　

大
尚

兼
子
　

大
明

川
崎
　

裕
史

齋
藤
　

祐
弥

須
藤
　

豊
　

関
根
　

雄
介

圓
谷
　

裕
輔

（
千
葉
県
）

（
荒
町
）

（
福
貴
作
）

（
本
町
一
区
）

（
山
白
石
一
区
）

（
本
町
二
区
）

（
東
京
都
） 

（
荒
町
）

（
山
白
石
六
区
）

（
千
葉
県
）

（
山
白
石
二
区
）

（
荒
町
）

（
大
草
）

（
荒
町
）

（
山
白
石
五
区
）

蛭
田
　

渉
　

緑
川
　

裕
太

遠
藤
真
莉
奈

大
戸
　

千
熙

小
濃
　

夏
美

近
藤
　

彩
花

白
石
　

智
美

関
根
　

千
夏

長
沼
　

幾
里

円
谷
　

安
菜

細
川
　

愛
水

松
崎
　

祥
子

迎
　

千
葉
瑠

（
東
大
畑
一
区
）

（
里
白
石
）

（
染
）

（
里
白
石
）

（
大
草
）

（
太
田
輪
）

（
本
町
一
区
）

（
太
田
輪
）

（
太
田
輪
）

（
泉
崎
村
）

（
荒
町
）

（
東
京
都
）

（
山
白
石
五
区
）

69
名

（
敬
称
略
・
名
簿
順
）

今年成人式を迎えた皆さん今年成人式を迎えた皆さん

　国民年金は、歳をとった時やいざというと
きの生活を現役世代みんなで支えようという
考えで作られた仕組みです。
国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
　保険料を納める制度です。国が責任を持っ
　て運営するため、安定していますし、年金
　の給付は生涯にわたって保障されます。
「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご
　本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
　保険料の納付が猶予される制度です。
◎「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、ご本人および
　配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民
　年金保険料の納付が猶予される制度です。

　国民年金のご相談・手続き等について、詳
しくは年金事務所までお問い合わせください。
【問い合わせ】
　　　　郡山年金事務所　☎024-932-3434

え　　

り　　

な

な　　
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み
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ゆ
き
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や　

か

か　　
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こ

ち　　

は　　

る

ま　　

り　　

な

え　　

り　　

な

り　　

か　　

こ

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金
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ま
た
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
消
防

施
設
・
機
械
器
具
点
検
の
優
良
班
へ
の

表
彰
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
位

　

第
３
分
団
第
２
班
（
袖
山
班
）

第
２
位

　

第
１
分
団
第
１
・
２
班
（
両
町
班
）

　

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
空
気
が
乾
燥

し
、
ま
た
、
強
風
が
吹
く
な
ど
火
災
の

発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
現

在
消
防
団
で
は
、
各
班
で
夜
警
や
火
防

督
励
な
ど
を
行
い
、
町
内
か
ら
火
災
が

発
生
し
な
い
よ
う
予
防
消
防
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
「
予
防
消

防
」
を
心
が
け
、
浅
川
町
か
ら
火
災
が

発
生
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

町
消
防
団
の
観
閲
式
と
出
初
式
が
、

１
月
11
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
閲
式
は
、
晴
天
の
中
役
場
前
通
り

に
お
い
て
行
わ
れ
、
須
藤
町
長
を
始
め
、

町
議
会
議
員
、
消
防
協
会
石
川
支
部
長
、

石
川
警
察
署
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
町
長
ら
が
消
防
団
を
観
閲
し
た

後
、
江
田
政
之
団
長
を
先
頭
に
団
員
約

180
名
が
、
規
律
正
し
く
町
民
体
育
館
ま

で
行
進
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
は
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、

今
年
一
年
の
無
火
災
を
祈
願
し
て
黙
祷

を
し
た
後
、
須
藤
町
長
よ
り
講
評
訓
示

が
な
さ
れ
、
出
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の

方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【写真左】
優良班表彰を受けた
第1分団第1班
本多強班長

○
優
良
班
（
表
彰
状
）

【写真右】
優良班表彰を受けた
第3分団第2班
関根慎二班長

平成26年度 全国統一防火標語
もういいかい 火を消すまでは まあだだよ
平成26年度 全国統一防火標語
もういいかい 火を消すまでは まあだだよ

浅川町

消防出初式

消防団を観閲する須藤町長ら

観閲式で行われた分列行進
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春季全国火災予防運動

「住宅火災警報器」の設置が、
平成23年6月1日から義務
付けられています!
浅川分署では随時、住宅火
災警報器についての説明を
いたしますので、お気軽に
ご相談ください。

春季全国火災予防運動
　火災は、ほんの少しの油断で貴重な財産や尊い命まで奪っていきます。
　これからは空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節になりますので火の取扱いには十分注意して
ください。
　また、全国的に放火による火災が多発していますので、家の周りには燃えやすいものを置かない
ようにするなど、放火されにくい環境作りをお願いします。

☆火入れ等を行う際の注意事項☆
　たき火等が原因で林野火災が発生し、大切な樹木を灰にしてしまいます。また、家屋の焼失にもつながり、火に巻かれ
逃げ場を失った、尊い命が犠牲になっています。
　たき火は原則法令違反です。火入れ等を行う際は、下記のルールを守り最大限の注意をお願いします。
①浅川町役場で許可を得たのち石川消防署浅川分署に火入れ届け出を提出すること。
②火入れをしている間はその場を絶対に離れないこと。
③火入れが終わったなら完全に消えたことを確認すること。
④風の強い日は火入れをしないこと。
⑤一度に大量の焼却をしないこと。
⑥水バケツや消火器、スコップなどの消火器具を準備すること。

☆住宅火災 いのちを守る 7つのポイント☆
4つの対策
①逃げ遅れをふせぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制をつくる。
3つの習慣
①寝たばこは絶対にやめる。
②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは必ず火を消す。

救急車の適正利用のお願い!!

　近年、救急車の出動要請が非常に多くなっています。昨年1年間での救急出動件数は、須賀川地方広域消防組合で
5,016件、そのうち石川消防署浅川分署が268件でした。
　平成25年より組合全体で240件、石川消防署浅川分署でも5件減り、年々減少傾向にはありますが、それでも平成
26年中に救急車で搬送した方のうち、約43％は医療機関で処置を受けたあとすぐに帰宅できる軽症者でした。
　救急車は、いつどこで発生するかわからない重篤（非常に重く生命に危険が及ぶ症状）な傷病者の搬送に備えてい
るものです。タクシーや自家用車で医療機関に行けるときは、救急車の利用を控えてください。

①災害により発生した傷病者。
②屋外や公衆の出入りする場所で発生した傷病者。
③屋内で発生した傷病者で、迅速に搬送する手段がない場合。
④生命の危険や症状が著しく悪化する恐れのある傷病者で、迅速に搬送する手段がない場合。

救急車は、本当に必要な人のために!

【問合せ先】 石川消防署浅川分署 ☎ 36-2009
浅川分署に配備されている
高規格救急車

じゅうとく

実施期間　３月１日（日）～３月７日（土）実施期間　３月１日（日）～３月７日（土）

救急業務の対象となる傷病者は以下のとおりです！
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町のわだい・できごと

　

浅
川
町
振
興
計
画
審
議
会
が
、
12
月

25
日
㈭
に
役
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
平

成
27
年
度
か
ら
３
か
年
に
わ
た
る
第
４

次
振
興
計
画
実
施
計
画
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
須
藤
町
長
よ
り
諮
問

を
受
け
た
後
、
事
務
局
か
ら
事
業
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
審
議
会
委
員
は
会
と
し
て
の

意
見
を
取
り
ま
と
め
、
代
表
し
て
緑
川

又
次
郎
会
長
が
町
長
に
答
申
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
町
教
育
委
員
、
民
生
委
員

協
議
会
長
ら
９
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
浅
川
町
商
工
会
青
年
部

主
催
に
よ
る
「
花
火
の
里
あ
さ
か
わ
」

ら
し
い
除
夜
の
花
火
108
発
の
打
上
げ
が
、

今
年
も
２
０
１
５
年
の
年
明
け
と
同
時

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
白
山
比
咩

神
社
に
は
元
朝
詣
り
に
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
な
ど

を
祈
願
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

白
山
比
咩
神
社
下
の
広
場
で
は
、
商

工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
初
夢

お
年
玉
大
抽
選
会
」
や
「
縁
起
物
」
の

販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
訪
れ
た
皆
さ

ん
に
は
温
か
い
コ
コ
ア
も
無
償
で
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
少
年
教
室
の
も
ち
つ
き

が
、
12
月
25
日
㈭
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
行
わ
れ
、
54
名
の
子
ど
も
達
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
石
臼
と
千
本
杵

で
力
強
く
交
代
で
餅
つ
き
を
し
、
そ
の

後
、
み
そ
汁
大
学
に
所
属
し
て
い
る
有

志
の
皆
さ
ん
が
朝
早
く
か
ら
準
備
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
「
汁
」
や
「
あ
ん
こ
」

な
ど
で
つ
き
た
て
の
餅
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
つ
い
た
餅
を
一
人
ひ
と
り
が

丸
め
て
袋
に
入
れ
て
お
土
産
と
し
持
ち

帰
り
、
楽
し
い
「
も
ち
つ
き
」
チ
ャ
レ

ン
ジ
少
年
教
室
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

高
校
入
試
の
合
格
を
願
い
、
町
は
12

月
18
日
㈭
に
浅
川
中
学
校
３
年
生
全
員

に
、
「
入
試
に
勝
つ
」
と
い
う
願
い
を

込
め
た
合
格
祈
願
米
を
１
升
（
勝
）
ず

つ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

祈
願
米
は
、
化
学
肥
料
を
減
ら
し
、

自
然
由
来
の
漢
方
を
使
用
し
栽
培
さ
れ

た
「
花
火
の
里
あ
さ
か
わ
漢
方
資
材
栽

培
米
」
を
、
町
内
の
神
社
で
合
格
祈
願

し
、
お
守
り
を
つ
け
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
須
藤
町
長
や
あ
ぶ
く
ま
石

川
農
業
協
同
組
合
岡
部
喜
市
郎
専
務
理

事
、
漢
方
資
材
栽
培
米
生
産
部
の
小
室

勝
弘
部
会
長
、
小
針
浩
美
副
部
会
長
ら

が
、
代
表
生
徒
に
祈
願
米
を
手
渡
し
ま

し
た
。

合
格
を
願
い
祈
願
米
贈
呈

お
正
月
の
恒
例
行
事

　
　
　

   

「
も
ち
つ
き
」

除
夜
の
花
火
と

　

元
朝
詣
り
で
新
年
を

浅
川
町
第
４
次

　

振
興
計
画
を
審
議
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３
期
９
年
に
わ
た
り
浅
川
町
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
渡
辺
悦
孝

さ
ん
（
荒
町
）
へ
、
１
月
15
日
㈭
に
役

場
町
長
室
に
お
い
て
感
謝
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
、
福
島
地
方
法
務
局
白
河

支
局
石
塚
善
裕
支
局
長
よ
り
伝
達
さ
れ
、

須
藤
町
長
か
ら
は
在
職
中
の
労
苦
と
功

績
に
対
す
る
労
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
平
成
26
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
同
委
員
を
退
任
さ
れ
、
平
成
27

年
１
月
１
日
よ
り
新
た
に
小
山
田
輝
雄

さ
ん
（
山
白
石
二
区
）
が
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
上
保
安
庁
主
催
の
「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
」
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
浅
川
中
学
校
３
年
の
水
野
愛
美

（
ま
な
み
）
さ
ん
が
、
第
二
管
区
（
東

北
地
方
）
内
最
高
賞
で
あ
る
第
二
管
区

海
上
保
安
本
部
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
「
よ
み
が

え
る
福
島
の
海
」
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
は
、
同
中
２
年
の
金
澤
紗
華

（
す
ず
か
）
さ
ん
が
海
上
保
安
協
会
福

島
県
支
部
長
賞
（
中
学
生
の
部
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調

査
員
説
明
会
が
、
１
月
13
日
㈫
に
浅
川

町
共
同
福
祉
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
、

調
査
に
従
事
す
る
調
査
員
約
30
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
、
国
全
体
の
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
全
国
の
農
林
業
を
営
む
全
て

の
方
を
対
象
に
５
年
に
一
度
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

調
査
は
本
年
２
月
１
日
よ
り
始
ま
り
、

対
象
の
方
へ
は
調
査
員
証
を
持
っ
た
調

査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

浅
川
小
学
校
６
年
の
小
室
城
選
手
が
、

台
湾
で
行
わ
れ
た
「
第
17
回
諸
羅
山
盃

国
際
軟
式
少
年
野
球
大
会
」
の
福
島
選

抜
の
代
表
選
手
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆
け
、

12
月
５
日
㈮
に
役

場
町
長
室
を
訪
れ

た
小
室
選
手
へ
、須

藤
町
長
よ
り
激
励

の
言
葉
と
激
励
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
12
月
13
日
㈯
に
開

催
さ
れ
た
「
第
30
回
福
島
県
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
（
記
念
大

会
）
」
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆
け
、

12
月
５
日
㈮
に
役

場
町
長
室
を
訪
れ

た
同
チ
ー
ム
へ
、

須
藤
町
長
と
内
田

教
育
長
よ
り
激
励

の
言
葉
と
激
励
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

管
内
最
高
賞
受
賞

人
権
擁
護
委
員

　
　

法
務
大
臣
感
謝
状

受賞した水野さんの作品

受賞した金澤さんの作品

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

国
際
大
会
代
表
選
手
に
選
抜

ミ
ニ
バ
ス
県
大
会
出
場
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町のわだい・できごと

　

浅
川
町
振
興
計
画
審
議
会
が
、
12
月

25
日
㈭
に
役
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
平

成
27
年
度
か
ら
３
か
年
に
わ
た
る
第
４

次
振
興
計
画
実
施
計
画
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
須
藤
町
長
よ
り
諮
問

を
受
け
た
後
、
事
務
局
か
ら
事
業
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
審
議
会
委
員
は
会
と
し
て
の

意
見
を
取
り
ま
と
め
、
代
表
し
て
緑
川

又
次
郎
会
長
が
町
長
に
答
申
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
町
教
育
委
員
、
民
生
委
員

協
議
会
長
ら
９
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
浅
川
町
商
工
会
青
年
部

主
催
に
よ
る
「
花
火
の
里
あ
さ
か
わ
」

ら
し
い
除
夜
の
花
火
108
発
の
打
上
げ
が
、

今
年
も
２
０
１
５
年
の
年
明
け
と
同
時

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
白
山
比
咩

神
社
に
は
元
朝
詣
り
に
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
な
ど

を
祈
願
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

白
山
比
咩
神
社
下
の
広
場
で
は
、
商

工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
初
夢

お
年
玉
大
抽
選
会
」
や
「
縁
起
物
」
の

販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
訪
れ
た
皆
さ

ん
に
は
温
か
い
コ
コ
ア
も
無
償
で
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
少
年
教
室
の
も
ち
つ
き

が
、
12
月
25
日
㈭
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
行
わ
れ
、
54
名
の
子
ど
も
達
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
石
臼
と
千
本
杵

で
力
強
く
交
代
で
餅
つ
き
を
し
、
そ
の

後
、
み
そ
汁
大
学
に
所
属
し
て
い
る
有

志
の
皆
さ
ん
が
朝
早
く
か
ら
準
備
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
「
汁
」
や
「
あ
ん
こ
」

な
ど
で
つ
き
た
て
の
餅
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
つ
い
た
餅
を
一
人
ひ
と
り
が

丸
め
て
袋
に
入
れ
て
お
土
産
と
し
持
ち

帰
り
、
楽
し
い
「
も
ち
つ
き
」
チ
ャ
レ

ン
ジ
少
年
教
室
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

高
校
入
試
の
合
格
を
願
い
、
町
は
12

月
18
日
㈭
に
浅
川
中
学
校
３
年
生
全
員

に
、
「
入
試
に
勝
つ
」
と
い
う
願
い
を

込
め
た
合
格
祈
願
米
を
１
升
（
勝
）
ず

つ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

祈
願
米
は
、
化
学
肥
料
を
減
ら
し
、

自
然
由
来
の
漢
方
を
使
用
し
栽
培
さ
れ

た
「
花
火
の
里
あ
さ
か
わ
漢
方
資
材
栽

培
米
」
を
、
町
内
の
神
社
で
合
格
祈
願

し
、
お
守
り
を
つ
け
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
須
藤
町
長
や
あ
ぶ
く
ま
石

川
農
業
協
同
組
合
岡
部
喜
市
郎
専
務
理

事
、
漢
方
資
材
栽
培
米
生
産
部
の
小
室

勝
弘
部
会
長
、
小
針
浩
美
副
部
会
長
ら

が
、
代
表
生
徒
に
祈
願
米
を
手
渡
し
ま

し
た
。

合
格
を
願
い
祈
願
米
贈
呈

お
正
月
の
恒
例
行
事

　
　
　

   

「
も
ち
つ
き
」

除
夜
の
花
火
と

　

元
朝
詣
り
で
新
年
を

浅
川
町
第
４
次

　

振
興
計
画
を
審
議
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いつまでもお元気で 祝米寿
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いつまでもお元気で 祝米寿
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長
寿
の
祝
い
歳

◆
61
歳
　

還
暦
（
か
ん
れ
き
）

　
　
　
　

華
甲
（
か
こ
う
）

◆
70
歳
　

古
希
（
こ
き
）

◆
77
歳
　

喜
寿
（
き
じ
ゅ
）

◆
80
歳
　

傘
寿
（
さ
ん
じ
ゅ
）

◆
88
歳
　

米
寿
（
べ
い
じ
ゅ
）

◆
90
歳
　

卒
寿
（
そ
つ
じ
ゅ
）

◆
99
歳
　

白
寿
（
は
く
じ
ゅ
）

◆
100
歳
　

百
寿
（
ひ
ゃ
く
じ
ゅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
も
も
じ
ゅ
）

　
　
　
　

紀
寿
（
き
じ
ゅ
）

◆
108
歳
　

茶
寿
（
ち
ゃ
じ
ゅ
）

　
　
　
　

不
枠
（
ふ
わ
く
）

◆
111
歳
　

皇
寿
（
こ
う
じ
ゅ
）

　
　
　
　

川
寿
（
せ
ん
じ
ゅ
）

◆
120
歳
　

大
還
暦
（
だ
い
か
ん
れ
き
）

　
　
　
　

昔
寿
（
せ
き
じ
ゅ
）

住宅改修費用を助成します

　町では、65歳以上の高齢者（介護認定者を除く）の自宅での転
倒等の防止、併せて自立した在宅生活の継続を図ることを目的と
して、住宅改修を実施する方へ改修資金の助成をしています。
　助成の対象工事については、手すりの取りつけ、段差解消、和
式便器から洋式便器への取り替えなどがあり、助成の額は対象工
事に対して「180,000円」または「改修工事費用の100分の
90」のいずれか金額の少ない方となります。ただし、同一生計中
心者の所得制限により助成対象とならない場合があります。
　また、介護認定を受けた方（要支援1～2、要介護1～5認定者）
が、住み慣れた家で自立した生活を送るために住宅改修を実施す
る場合も、同様の助成をしています。
　詳しくは担当課までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　☎36-4123
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5月16日 幼児の歯科健康診査でむし歯なしのお友達

股関節脱臼検査 １歳６か月児健診

２歳児歯科健診 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

２月２０日（金）

３月６日（金）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２６年１１月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２３年１１月～１２月生

３月１２日（木）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

２月２６日（木） ３月４日（水）
午後１：３０～１：４５

保健センター
平成２４年８月～１０月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２６年６月～７月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２６年２月～３月生

【つどいの広場・育児相談】
日　程：２月１７日（火）・３月３日（火）・３月１７日（火）
時　間：午前９時３０分～１１時３０分
場　所：保健センター
☆身長や体重の測定ができます。
☆自由遊びの場ですので、お気軽にご参加ください。
☆風邪や胃腸炎など感染する病気のお子さんは、参加をひかえてください。
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平成２５年５月～７月生
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３月１７日は、今年度最後の
つどいの広場なので、ささや
かなプレゼントがあります。
お楽しみに。

10月24日 3歳児健康診査でむし歯なしのお友達

いしい
りあ ちゃん

いちかわ
さき ちゃん

おかべ
ひろと くん

おかべ
やまと くん 

さとう
るな ちゃん

すずき
ゆいか ちゃん

夜間に突然、お子さんの具合が悪くなって困ったときは
子ども救急電話相談短縮ダイヤル ＃８０００へ

※固定電話アナログ回線の場合は ０２４－５２１－３７９０です　※受付時間は、毎日、午後７時～翌朝８時です
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日　程：２月２５日（水）（予約制）　場所：浅川町保健センター
○相談を希望される方は、電話で申し込んでください。（☎３６－４７２２）
○精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、関係者が対象に
　なります。相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

12月19日
幼児歯科検診で
むしばなしの
お友達
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　１．手をよく洗いましょう
　　　　ウイルスの感染経路のほとんどは、人の手から手へウイルスがうつり、口から体内に侵入する経
　　　口感染です。ウイルスは石けんで丁寧に手洗いすることで流し落とすことができます。トイレのあ
　　　と、調理や食事の前、外から帰ったときには石けんでよく手を洗うことが大切です。
　２．排泄物やおう吐物等には直接触れないようにしましょう
　　　　患者の排泄物やおう吐物等の汚物には、多くのウイルスが含まれているので、直接手でふれない
　　　よう使い捨ての手袋を着用し、すぐにペーパータオル等を使って拭き取りましょう。また、十分に
　　　換気を行いましょう。使用済の手袋やペーパータオル等はビニール袋に密閉して捨て、その後はよ
　　　く手を洗いましょう。
　３．食品はよく加熱しましょう
　　　　ウイルスは十分な加熱で死滅します。包丁やまな板等の調理器具にウイルスが付着することもあ
　　　ります。85℃以上の熱湯で1分以上加熱したり、塩素系漂白剤で浸すように拭いたりしましょう。

　１．こまめにうがいや手洗いをしましょう。
　　　　ウイルスの感染経路は飛沫感染です。どうしてもさけられないので、のどや手のウイルスを洗い
　　　流すことが大切です。
　２．バランスのよい食事と、疲労がたまらないよう十分な休養を心がけましょう。
　　　　一汁三菜（汁をふくめておかずは４種類）を基本に、野菜を多く摂取しましょう。規則正しい生
　　　活リズムで過ごしましょう。
　３．室内を暖かく、湿度を50～60％に保ちましょう。
　　　　こたつだけでなく、室内を暖かくしましょう。時々、換気も忘れずに行いましょう。
　４．人込み等を避けたり、外出するときにはマスクを着用したりしましょう。

　■早めに医療機関を受診して治療を受け、医師の指示どおりに過ごしましょう。
　■水分（お茶、ジュース、スープなど）を十分に補給しましょう。
　■安静にし、十分な休養を。学校や職場は休みましょう。
　■周りの方へうつさないために、マスクをつけましょう（咳エチケット）。また、外出を控えましょう。
　■薬を使うときには、医師や薬剤師の指示に従い正しく使用してください。薬を使用していて体調の不
　　調を感じたら、早めに医師・薬剤師などにご相談ください。

冬季に流行する感染症に
気をつけましょう予防のポイント

予防のポイント

◆感染性胃腸炎◆

◆インフルエンザ◆

感染症にかかってしまったら・・・・・・・・・・・・・・

　昨年１２月６日、たまかわ文化体育館（玉川村）において、石川郡合同開催による「守る・支え
る・つながる命」講演会が開催されました。
　講師は、テレビ寺子屋にも出演している古市佳央（ふるいちよしお）さんで、「乗り越えられな
い壁はない」と題した講話が行われました。
　古市さんは、高校1年生の時、バイク事故で全身の半分近くにやけどを負い、重い後遺症を残し
ました。変わり果てた姿に絶望し、自殺を考えた日々でしたが、たくさんの方々に支えられること
で“生きる意味・出会いのすばらしさ”について感じ、現在では自らの体験を伝える講演活動を全
国各地で行っています。
　講話では、差別や偏見がない世の中をつくりたい、そのための大前提に、まずは自分自身の命を
大切にすることを話し、参加者も熱心に聴いていました。

～「守る・支える・つながる命」講演会講演会が開催されました～
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個人住民税における特別徴収義務者の一斉指定について

　平成26年分の所得申告相談を右の
日程表のとおり実施いたします。次の
事項にご留意のうえ申告をお願いいた
します。
○会　場
　町中央公民館大ホール
◯期　間
　2月16日（月）～3月16日（月）
　※土日を除きます。
○持参するもの
・印鑑（金融機関届出印）
・各種証明書（生命保険料・地震保険
　料・年金払込証明書等）
・収支を記録した帳簿、各種領収書等
・源泉徴収票（原本）
・医療費控除を受ける場合には、医療
　費の領収書（平成26年中に支払っ
　たもの）、生命保険や健康保険など
　から補てんされた（戻ってきた）金
　額のわかるもの
　※医療を受けた人・月ごとに分けて、
　　集計してください。
・その他必要と思われるもの（預金通
　帳等）
◯その他
・所得申告相談には、所得者本人がお
　越しください。やむを得ず代理の方
　が申告される場合には、必要な書類
　等をご持参ください。足りない書類
　がありますと、申告書を作成できな
　い場合があります。

　県中地区管内12市町村と福島県県中地方振興局では、個人住民税の特別徴収を推進するため、平成28年度か
ら、法令の要件に該当するすべての事業主(給与支払者)の皆様を特別徴収義務者として一斉に指定します。
　特別徴収義務者に指定されると、従業員に支払う毎月の給与から個人住民税を特別徴収(差し引き)し、各市町村
に納入していただくようになります。
　従業員の方々にとっては「12回での分割納付となるため1回あたりの納付額が少なくて済む」「納期ごとに金
融機関に出向いて納税する手間が省ける」など、大変便利な制度です。
　指定の対象となる事業主の皆様へは、平成27年11月までに特別徴収義務者への指定予告書を送付しますので、
ご了承をお願いします。
　なお、平成27年度から特別徴収義務者に指定することも勿論可能ですので、ご検討をお願いします。
　詳しくは浅川町のホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【浅川町ホームページ】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.town.asakawa.fukushima.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　　　　　　　　　　税務課　☎36-4122

・所得税を納税する方や還付を受ける方については、口座振替のご利用をお願いすることになりますので、預金通
　帳の口座番号を控えてお越しください。(還付の場合は申告者本人名義の口座に限ります。)
・できるだけ指定日にお越しくださるようご協力をお願いします。指定日に申告できない方は、申告期限間近にな
　ると大変混雑しますので、なるべく早い時期にお越しくださるようお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　税務課　☎36-4122

月　日 行 政 区 受付時間

１６日（月）

１７日（火）
年金・給与収入のみの方対象

山白石１区・２区・３区・４区

山白石５区・６区・７区

大草

里白石

里白石（内山・高梨沢地区）、福貴作

染

中里、畑田

指定日に申告相談できない方

東大畑１区・２区

簑輪、袖山

小貫

太田輪、滝輪１区・２区

松野入、根岸

本町１区（大明塚地区）

本町１区・２区

荒町（背戸谷地地区）

荒町

指定日に申告相談できない方

指定日に申告相談できない方

〔午前の部〕

午前9時～午前11時30分

〔午後の部〕

午後1時～午後4時

１９日（木）

１８日（水）

２０日（金）

２３日（月）

２４日（火）

２５日（水）

２６日（木）

２７日（金）

　２日（月）

　３日（火）

　４日（水）

　５日（木）

　６日（金）

　９日（月）

１１日（水）

１０日（火）

１２日（木）

１３日（金）

１６日（月）

平成26年分 所得申告相談のお知らせ

２ 

月

３ 

月
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も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
）

○
定
員
・
申
し
込
み
期
限

　

20
名

　

平
成
27
年
２
月
17
日
㈫
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

須
賀
川
税
務
署
の
確
定
申
告
に

　
　
　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

県
中
児
童
相
談
所

　
　

「
里
親
入
門
講
座
」

催 し

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

☎
0
2
4-

9
3
5-

0
6
1
1

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で

運
輸
支
局
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者

（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使
用

者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
を
譲
渡

し
た
り
、
下
取
り
に
出
し
た
り
、
廃
車
に

し
た
り
し
た
時
は
、
必
ず
３
月
31
日
ま
で

に
運
輸
支
局
で
抹
消
等
の
手
続
き
を
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
完
了

し
な
い
と
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
転
居
を
し
て
住
民
票
を
異
動

し
て
も
、
車
検
証
の
住
所
は
変
更
さ
れ
な

い
の
で
、
転
居
し
た
場
合
も
運
輸
支
局
へ

登
録
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
止
む
を

得
ず
手
続
き
が
で
き
な
い
と
き
は
、
県
中

地
方
振
興
局
県
税
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
登
録
手
続
き
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）

を
受
け
る
際
に
は
課
税
証
明
書
が
必
要
で

す
。
自
動
車
税
を
納
め
た
時
に
交
付
さ
れ

る
領
収
書
に
納
税
証
明
書
が
つ
い
て
い
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
券
も
次
回
車
検
時
、
廃

車
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証

と
と
も
に
大
切
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
1
5

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
1
6

自
動
車
税
に
つ
い
て

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
第
二
課

☎
0
2
4-

9
3
5-

1
2
6
1

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

就学援助制度についてのお知らせ
　浅川町では、経済的理由によりお子さんの修学が困難な方を対象に、学校生活において必要となる費用の一部
を援助する制度があります。
就学援助の対象者
　浅川町に在住する児童・生徒の保護者のうち
　①生活保護を受けている方
　②生活保護に準ずる程度に生活が困窮している方
　③児童扶養手当受給者
援助の対象費用
　学用品費・校外活動費・新入学学用品費・修学旅行費など
申請方法
　お子さんが就学する学校（お子さんの担任もしくは、就学援助担当）に申し出てください。申請に必要となる
書類をお渡しします。
　認定にあたっては、世帯に収入や学校及び家庭内の状況等を参考にして教育委員会が総合的に判断します。な
お、民生委員が家庭内の状況を調査する場合があります。
　ご不明な点につきましては、教育委員会事務局もしくはお子さんが就学している学校にお問い合わせください。
【問い合わせ】
　浅川小学校　☎36-2029　　里白石小学校　☎36-2377　　山白石小学校 ☎36-2815
　浅川中学校　☎36-2023　　教育委員会事務局　☎36-2297

その他
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個人住民税における特別徴収義務者の一斉指定について

　平成26年分の所得申告相談を右の
日程表のとおり実施いたします。次の
事項にご留意のうえ申告をお願いいた
します。
○会　場
　町中央公民館大ホール
◯期　間
　2月16日（月）～3月16日（月）
　※土日を除きます。
○持参するもの
・印鑑（金融機関届出印）
・各種証明書（生命保険料・地震保険
　料・年金払込証明書等）
・収支を記録した帳簿、各種領収書等
・源泉徴収票（原本）
・医療費控除を受ける場合には、医療
　費の領収書（平成26年中に支払っ
　たもの）、生命保険や健康保険など
　から補てんされた（戻ってきた）金
　額のわかるもの
　※医療を受けた人・月ごとに分けて、
　　集計してください。
・その他必要と思われるもの（預金通
　帳等）
◯その他
・所得申告相談には、所得者本人がお
　越しください。やむを得ず代理の方
　が申告される場合には、必要な書類
　等をご持参ください。足りない書類
　がありますと、申告書を作成できな
　い場合があります。

　県中地区管内12市町村と福島県県中地方振興局では、個人住民税の特別徴収を推進するため、平成28年度か
ら、法令の要件に該当するすべての事業主(給与支払者)の皆様を特別徴収義務者として一斉に指定します。
　特別徴収義務者に指定されると、従業員に支払う毎月の給与から個人住民税を特別徴収(差し引き)し、各市町村
に納入していただくようになります。
　従業員の方々にとっては「12回での分割納付となるため1回あたりの納付額が少なくて済む」「納期ごとに金
融機関に出向いて納税する手間が省ける」など、大変便利な制度です。
　指定の対象となる事業主の皆様へは、平成27年11月までに特別徴収義務者への指定予告書を送付しますので、
ご了承をお願いします。
　なお、平成27年度から特別徴収義務者に指定することも勿論可能ですので、ご検討をお願いします。
　詳しくは浅川町のホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【浅川町ホームページ】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.town.asakawa.fukushima.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　　　　　　　　　　税務課　☎36-4122

・所得税を納税する方や還付を受ける方については、口座振替のご利用をお願いすることになりますので、預金通
　帳の口座番号を控えてお越しください。(還付の場合は申告者本人名義の口座に限ります。)
・できるだけ指定日にお越しくださるようご協力をお願いします。指定日に申告できない方は、申告期限間近にな
　ると大変混雑しますので、なるべく早い時期にお越しくださるようお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　税務課　☎36-4122

月　日 行 政 区 受付時間

１６日（月）

１７日（火）
年金・給与収入のみの方対象

山白石１区・２区・３区・４区

山白石５区・６区・７区

大草

里白石

里白石（内山・高梨沢地区）、福貴作

染

中里、畑田

指定日に申告相談できない方

東大畑１区・２区

簑輪、袖山

小貫

太田輪、滝輪１区・２区

松野入、根岸

本町１区（大明塚地区）

本町１区・２区

荒町（背戸谷地地区）

荒町

指定日に申告相談できない方

指定日に申告相談できない方

〔午前の部〕

午前9時～午前11時30分

〔午後の部〕

午後1時～午後4時

１９日（木）

１８日（水）

２０日（金）

２３日（月）

２４日（火）

２５日（水）

２６日（木）

２７日（金）

　２日（月）

　３日（火）

　４日（水）

　５日（木）

　６日（金）

　９日（月）

１１日（水）

１０日（火）

１２日（木）

１３日（金）

１６日（月）

平成26年分 所得申告相談のお知らせ

２ 

月

３ 

月
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福
島
財
務
事
務
所
で
は
、返
済
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。抱
え
て
い
る

借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、必
要
に
応
じ
弁

護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継

ぎ
を
行
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸

金
業
を
営
む
、
い
わ
る
ゆ
「
ヤ
ミ
金
融
」

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
さ

れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
や
、
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る

預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
相
談
窓
口

　

福
島
市
松
木
町
13‐

2

　

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課

○
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

○
電
話
番
号

　

多
重
債
務
相
談
窓
口
直
通

　

☎
0
2
4-

5
3
3-

0
0
6
4

金
融
犯
罪
被
害
防
止
等
の
た
め
の

出
前
講
座

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど

に
お
伺
い
し
、
「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
等

の
金
融
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
、
日
頃
か
ら
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

内
容
な
ど
を
、
わ
か
り
や
く
す
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

　

講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課

☎
0
2
4-

5
3
5-

0
3
0
3

多
重
債
務
・
貸
金
業
に

　
　

関
す
る
相
談
窓
口

相 談

　

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
次
の
日
程
で
所

得
税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
確
定
申
告
作
成
会
場
を
設
置
し
ま
す
。

○
期
間
・
開
設
時
間

　

平
成
27
年
２
月
２
日
㈪
か
ら

　

同
年
３
月
16
日
㈪
ま
で

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

○
会
　

場

　

須
賀
川
市
産
業
会
館

　

こ
の
期
間
は
、税
務
署
内
に
確
定
申
告
作

成
会
場
を
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、申

告
・
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、「
須
賀
川
市
産
業

会
館
」へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

須
賀
川
税
務
署☎0

2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

　

地
域
で
で
き
る
里
親
に
よ
る
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、

「
里
親
入
門
講
座
〜
里
親
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。
里
親
に
関

心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
　

時

　

平
成
27
年
２
月
24
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

○
開
催
場
所

　

郡
山
市
桑
野
一
丁
目
２
番
３
号

　

ニ
コ
ニ
コ
こ
ど
も
館
３
階
研
修
室

　

（
郡
山
市
こ
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
）

○
定
員
・
申
し
込
み
期
限

　

20
名

　

平
成
27
年
２
月
17
日
㈫
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

須
賀
川
税
務
署
の
確
定
申
告
に

　
　
　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

県
中
児
童
相
談
所

　
　

「
里
親
入
門
講
座
」

催 し

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

☎
0
2
4-

9
3
5-

0
6
1
1

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で

運
輸
支
局
の
登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者

（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使
用

者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
を
譲
渡

し
た
り
、
下
取
り
に
出
し
た
り
、
廃
車
に

し
た
り
し
た
時
は
、
必
ず
３
月
31
日
ま
で

に
運
輸
支
局
で
抹
消
等
の
手
続
き
を
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
完
了

し
な
い
と
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
転
居
を
し
て
住
民
票
を
異
動

し
て
も
、
車
検
証
の
住
所
は
変
更
さ
れ
な

い
の
で
、
転
居
し
た
場
合
も
運
輸
支
局
へ

登
録
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
止
む
を

得
ず
手
続
き
が
で
き
な
い
と
き
は
、
県
中

地
方
振
興
局
県
税
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
登
録
手
続
き
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）

を
受
け
る
際
に
は
課
税
証
明
書
が
必
要
で

す
。
自
動
車
税
を
納
め
た
時
に
交
付
さ
れ

る
領
収
書
に
納
税
証
明
書
が
つ
い
て
い
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
券
も
次
回
車
検
時
、
廃

車
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証

と
と
も
に
大
切
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
1
5

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
1
6

自
動
車
税
に
つ
い
て

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
第
二
課

☎
0
2
4-

9
3
5-

1
2
6
1

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

就学援助制度についてのお知らせ
　浅川町では、経済的理由によりお子さんの修学が困難な方を対象に、学校生活において必要となる費用の一部
を援助する制度があります。
就学援助の対象者
　浅川町に在住する児童・生徒の保護者のうち
　①生活保護を受けている方
　②生活保護に準ずる程度に生活が困窮している方
　③児童扶養手当受給者
援助の対象費用
　学用品費・校外活動費・新入学学用品費・修学旅行費など
申請方法
　お子さんが就学する学校（お子さんの担任もしくは、就学援助担当）に申し出てください。申請に必要となる
書類をお渡しします。
　認定にあたっては、世帯に収入や学校及び家庭内の状況等を参考にして教育委員会が総合的に判断します。な
お、民生委員が家庭内の状況を調査する場合があります。
　ご不明な点につきましては、教育委員会事務局もしくはお子さんが就学している学校にお問い合わせください。
【問い合わせ】
　浅川小学校　☎36-2029　　里白石小学校　☎36-2377　　山白石小学校 ☎36-2815
　浅川中学校　☎36-2023　　教育委員会事務局　☎36-2297

その他
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

上野　京子

阿久津フミ

小針　利男

梅澤　セツ

山添　芳郎

鈴木　勝男

迎　　テル

相田　秀世

68歳

82歳

74歳

100歳

84歳

87歳

84歳

82歳

荒町

本町１区

簑輪

荒町

荒町

山白石７区

山白石５区

東大畑２区

男 信也 綾
けんぞう

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

山田　健蔵

お誕生おめでとう

本町１区

男 裕也 美幸
はると

本間　陽音 本町１区

女 裕也 美幸
こゆめ

本間　心夢 本町１区

男 康典 真由子
けんしん

⻆田　謙心 簑輪

男 利雄 泉
そら

石井　宙 簑輪

男 陽一 良子
けんせい

塚原　健正 本町１区

男 崇憲 正江
れおん

関根　蓮凰 荒町

　どうぶつたちが、絵本のなかで、
歯ブラシやてぶくろなどいろいろな
ものをかくします。
　楽しいおどろきがいっぱい！！
　何度も「読んで！」と言う、こど
もが喜ぶ一冊。
　ほかに「たべたのだあれ」や「き
んぎょがにげた」もどうぶつあれれ
えほんシリーズではおすすめです。

かくしたのだあれ
（どうぶつあれれえほん）

著者：五味太郎

　いざ食事をはじめようとするくま
くんですが・・。
　幼児の悪戦苦闘ぶりをあるがまま
に、しかしあたたかくユーモラスに
語った楽しい絵本です。
　「どろんこどろんこ！」や「こん
にちは」も人気です。

いただきまあす
著者：わたなべしげお

中
央
公
民
館

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

今月の新着本 図書室開室時間

月曜日～金曜日：午前8時30分～午後5時
2月7日（土）、21日（土）は、午前10時～正午まで
「本の読み聞かせ会」・図書の貸出を行っています。
※貸出期間は2週間、一人5冊まで借りられます。
　詳しくは中央公民館まで ☎ 36-2134

○ようちえんのおひめさま （種村有希子／講談社）
○最新月例ごとに「見てわかる！」離乳食新百科
 （ベネッセコーポレーション）
○奥薗流・いいことずくめの乾物料理 （奥薗壽子／文化出版局）
○おくぞの流 簡単ぴちぴちお魚おかず202 （奥薗壽子／講談社）
○NHK今日の料理2月号
　NHK趣味の園芸2月号
　NHKやさいの時間2月号　　　　　　　　　　  （NHK出版）
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資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

浅川町教育の日授
業参観（浅小）
避難訓練（山保）

幼児の歯科健康診
査（保セ）
避難訓練（浅保）

１歳６か月児健診 ・
２歳児歯科検診
（保セ） 
授業参観（里小）
身体測定（浅保）

なんでも法律相談
（福セ）
わくわくタイム
（山小）
入所予定児説明会
（浅保）
新入所児説明会 ・
お弁当の日 （山保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
新入学児童交流会・
保護者説明会
（山小）

身体測定（山保）

こころの健康相談
（保セ）

お誕生教室
（保セ）
卒園式予行演習 ・
お弁当の日
（幼稚園）

もぐもぐ教室
（保セ）
たんぽぽ読み聞か
せ会（里小）

３歳児健診（保セ）
おわかれ会
（幼稚園）
避難訓練（浅保）
身体測定（山保）

鼓笛移杖式・
６年生を送る会
（山小）

広報発行日

建国記念の日

資源 B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

　（公民館）図○

　（公民館）
奉仕作業（浅保）
図○

奉仕作業（山保）

　（公民館）図○

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

新入学児童一日入学
（里小）
授業参観・なわとび記
録会・中学校入学説明
会（山小）
保育参観・PTA役員会
（幼稚園）
たんぽぽお話会（浅保）

つどいの広場
育児相談・3～4か
月児健診（保セ）
豆まき会（幼稚園・
浅保・山保）

にこにこお話会
（山保）

つどいの広場
育児相談（保セ）
新入学児体験入学
（浅小）
里小・山小交流教
室（里小）
お弁当の日（幼稚園）

つどいの広場
育児相談（保セ）
ひな祭り誕生会・
自由参観日（幼稚園）
ひな祭り会（浅保）
ひなまつり誕生会
（山保）

交通指導（幼稚園）

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院 
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　…図書室開放日・本の読み聞かせ　　…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター図○ 医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

15　広報あさかわ　2015.2

　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

　石川中央医院
（石川町）
☎２６ー２０２４
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニ
ック（棚倉町） 
☎３３ー８０１８

医○

医○

　角田内科医院
（浅川町）
☎３６ー２０６７
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　とりごえ整形外科
（石川町）
☎２６ー５０５０
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２２１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 2月27日（金）
固定資産税　　　4期
国民健康保険税　9期
介護保険料　　　9期
後期高齢保険料　7期

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

１件
２９件
１件
２件

1 2月の1 2月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８５６人
３,４４２人
３,４１４人
２,１７９世帯

（＋７）
（＋４）
（＋３）
（＋２）

（１月１日現在）
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☎３３ー８０１８

医○

医○

　角田内科医院
（浅川町）
☎３６ー２０６７
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　とりごえ整形外科
（石川町）
☎２６ー５０５０
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２２１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 2月27日（金）
固定資産税　　　4期
国民健康保険税　9期
介護保険料　　　9期
後期高齢保険料　7期

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

１件
２９件
１件
２件

1 2月の1 2月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８５６人
３,４４２人
３,４１４人
２,１７９世帯

（＋７）
（＋４）
（＋３）
（＋２）

（１月１日現在）
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■印刷　浅川印刷所（浅川町）

編集・発行／浅川町役場 総務課

鈴木陽子 さん（本町一区）
▶年齢は?　４２歳
▶出身は?　東京都調布市
▶家族構成は?　夫・長男・二男・三男・父・
　　　　　　　  母・祖母・犬一匹
▶趣味は?　今は特にないです・・・
▶今 欲しいものは?　スポーツ観戦用のコート
▶楽しかった思い出は?
　ディズニーランドやキャンプに行ったこと
▶どんなスポーツが好きですか?
　いろいろ好きですが、今はサッカーと空手の
　応援専門です
▶プチ将来は？
　旅行に行きたいです。できれば海外に・・・
▶町の印象は？
　静かでおだやか
▶何か一言どうぞ
　玲子さん、よろしくお願いします！

江田靖典 さん（東大畑二区）
▶年齢は?　３２歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?　自分、息子
▶趣味は?　スポーツ観戦
▶今 欲しいものは?　趣味
▶楽しかった思い出は?
　息子のスポ少（サッカー）の試合でいろいろ
　な所に応援に行ったこと
▶どんなスポーツが好きですか?
　サッカー、フットサル
▶プチ将来は？
　自分も海外に行ったことがないので、息子と
　二人で海外旅行
▶町の印象は？　良い意味で何もない町です
▶何か一言どうぞ
　攻めたボケとか怖くなっちゃった・・・
　徹っちゃんまかせた!!

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
小針徹也さん
(簑輪)

の予定です次回は
大竹玲子さん
（小貫）
の予定です


